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研究成果の概要 

 前年度に投稿していた、降水粒子による放射影響の定量的評価に関する論文が npj Climate and 

Atmospheric Science誌にアクセプト・掲載となった。所属期間と JSTとの共同でプレスリリースを実

施し多数のメディア報道に繋がるなど、本成果の発信も積極的に行うことができた。 

 また、それに引き続く成果として、国内外の複数の数値気候モデルのシミュレーション結果を用いた

マルチモデル解析が大きく進展した。特に気候モデル間の予測のばらつきが大きい北極域の温暖化の

再現性に、雲の物理過程が大きく関係していることが明らかとなり、フェーズ１で開発していた最新の

気候モデルを用いて多数の感度実験も行ったことで、そのメカニズムを素過程レベルで明らかにする

ことができた。本成果についても既に査読論文として取りまとめ、投稿・査読中である。 

 さらに、フェーズ２での大きな目標の一つであった、大気海洋結合モデル設定での長期実験と性能評

価・改良の作業についても着実に進捗が見られた。従来の MIROC6 をメジャーアップデートし、次期

Coupled Model Intercomparison Project Phase 7（CMIP7）に参画するための MIROC7の構築がおおよ

そ完了した。その作業の中で、モデルの評価に重要なツールとなる人工衛星シミュレータを大幅に更新

したことも、MIROC7 開発の大きな支援となった。人工衛星シミュレータは、数値モデル内で人工衛星

のリトリーバルを模倣するソフトウェアであるが、当該年度は雲の全球分布を観測と整合的に比較す

るために MODIS Simulatorの大幅な更新を実施した。それにより、従来は比較できなかった雲フェーズ

に着目したモデル・観測比較が可能になり、エアロゾル・雲相互作用に伴う有効放射強制力、および雲

フィードバックの定量化が格段に効率化された。この新しい機能を用いたモデル相互比較プロジェク

トにも参画・データ提供を行い、新たな国際共同研究の開始に繋がった（論文掲載 1編、査読中 1編）。 
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